
平成 29年度第2回

宮城県医師会産業医学研修会

日 時：平成 29年 11月 27日（月）午後 7時～

場 所：宮城県医師会館・ 2階大手町ホール

公益社団法人宮城県医師会



プロ グ ＿フ ム

1 . 開 会

2. 挨拶 宮城県医師会 会 長 嘉 数 研 二

3. 講演

(1) 「産業医に必要な労働安全衛生法の知識」

宮城労働局健康安全課課長 鈴木秀博先生

(2) 「ストレスチェック制度に基づく面接指導

ー職場における過重労働、メンタルヘルス対策として一」

東北大学大学院医学系研究科精神神経学分野

宮城産業保健総合支援センター相談員

鈴木淳平先生

4. 閉 会 宮城県医師会副会長櫻井芳明

単 位 数

基礎研修・後期研修 2単位（総論 l単位・メンタルヘルス対策 l単位）

及び生涯研修・更新研修 1単位（労働衛生関係法規と関連通達の改正 1単位）

生涯研修・ 専門研修 l単位（メンタルヘルス対策 l単位）



「産業医に必要な労働安全衛生法の知識」

1. 定期健康診断の結果

宮城県内の定期健康診断結果について

平成 27年の有所見率 57.4%〔全国 53.6%〕

平成 28年の有所見率 56.5%〔全国 53.8%〕

2. 脳・心臓疾患の労災認定状況

宮城県内の労災認定の推移

宮城労働局 労働基準部健康安全課長

鈴木秀博

〔束日本大震災以降請求・認定件数ともに横ばい傾向〕

予防のための 「二次健康診断等給付」

〔二次健康診断および特定保健指導を無料で受診可能〕

3. 精神障害の労災認定状況

宮城県内の労災認定の推移

〔東日本大震災以降請求件数傾向、 認定件数減少傾向〕

4. 労働安全衛生規則の一部改正

法人の代表者等を産業医として選任することの禁止〔平成 29年 4月 1日施行〕

産業医の定期巡視頻度等〔平成 29年 6月 1日施行〕

5. 治療と職業生活の両立支援

治療と職業生活の両立支援のためのガイドライン

「宮城県地域両立支援推進チーム」第 1回会議を 9月 26日に開催

6. 産業保健活動総合支援事業

宮城産業保健総合支援センター事業概要



産業医に必要な
労働安全衛生法等の知識

宮城労働局 健康安全課

一般定期健康診断結果

主な項目別の有所見率の推移
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i Iじん肺及ひじん肺合併症
， ' '" ' ' ・・・，．，．．．．．＂＇＂・文" ' 
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Iiぽ醐に起因する疾約'
・ヽ・・・・・・.— ;:;・・・・・ 
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業務上疾病者数の推移

7,368人
5,339人
695人
419人
251人
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物理的因子に起因する疾恥

HlO Hl3 Hl6 Hl9 H22 H25 
出典：厚生労働省「業務J:.疾病調」「じん肺健原管理実施結果調」 2 

宮城局管内の一般定期健康診断結果

主な項目別の有所見率の推移
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一般定期健康診断のしくみ 定期健康診断及び事後措置の概要L. . . ← • 一...・-・・--・-・・・-・-・-・---.. --ぷ・--・・-・-・―・・・・・・・----・-・-・・・--... 
（低頂詑断結槃に甚づき＊業者が繕ずぺき搭置に関する指針）

I ー熊定闊儘-i,
, •既往歴及び業務歴の調盃；

; . 自党症状及び他党症状の

i 有無の検否 I← ・---> 
, • 身長、体翌、腹囲、視力

！ 及び恥力の検盃 i 
信部エックス線検杏 i 

i 及び喀痰検否

! • 貧血検蛮
！工業臨麟忠

i • 肝麟検 iO)譴に留応し、

! . 血圧の測定 ＼訂茫及いを位
; •血中脂質検査
; •血糖検否
: •尿検否
I ., 飯I霜図街

沢？ら心；1兒が~;;;1:,,;.,r,c;れだ'"らl

沼飩l~の~1康保持に必袋なi苔約について応~ft補取

〉

i泊常i;,g、祖笑制限 i的判外労もの制眼、作第の廷換

等）、袋休築等について慈見
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定期健康診断の実施

健康診断を行った医師の判定（異常なし、徊観察、要医僚等I
異常所見者

.. - .. 

異常所見への医師の意見

（産業医又は労働者の健康管理等を行うに
必要な医学に関する知識を有する医師が適当）

•労働時間等の情報及び職場巡視の機会の提供
•必要に応じた労働者との面接

じ
・就業区分の意見
（通常勤務、就業制限（就棠場所の変更等）、要休業）

・作業環境管理・作業管理に関する意見
""● """""●● """' 

労働者からの意見聴取

事業者による就棠上の措管の決定

任意の再検査・
精密検査

I 
任意の

結果の提出
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脳・心臓疾患の労災認定状況
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宮城労働局管内の

脳・心臓疾患の労災認定状況
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労働安全衛生法に基づいて行われる定闊鍵

鰻鯰暉等のうち、直逗のもの（以下「一次鍵

康鯰断」といいます）において、脳・心臓

痕患に閻違する一定の項目に翼常の所見が

ある場合に、二次鱈康鯰断等給付が受けられ

ます．

1 一次鑓庫訟暉の結果、異常の新見が~"められること

ーソペRせ,.,..,.,u紅ノ9むi宋、：欠a>すぺてのばかftlllこつしヽて、 「以咄のeJi兄 Iがあるさ；やl'Iば5オ・,た

cc,,.'"'・; 欠紐,._,むl'>I新べ"'"令f寸を妥,,,,::、と力,・cs.に,,._
,,. ン ,1,u,:-1<,"

,. "'''""'''"'·'""~. 
にや 』'"''・"貪介

'"' "~'""'''尖 rに」た'·"ゞヽ" (JJ巴＃必I(,:) ">がり平
fにえ5、 ,; 欠'"'"'もi令PJiの"'ヽ 『"""''』によ',- く0カ‘’うWO>貶 O』:，:m こヽヰふ P-C 「9,1・;,;r.にし． と，げ斗切さ

"r~'-" ro・ こ',らっ -cも- .,,,, かな""街.,,,,、9二,,,.. -,.,, .,, 茉,,.ヽごi1!1fr.ミ'"'、"ヽ る示突""'ベトカ<、 ~.. 茉 J;;:(J泣

._,, を屯ょ令'""二,.,.企,__ ,.,.,<a.,, 奸兄を"uッ9た"'む lニヽょ、 ,,,._..,,,,, 公芍・v.,ぷ,,,_,_さ丑"''"し,,,-.,-_

2 脳・心暉痰患の虚吠を有していないこと

•次"'"'·"·令,,,い玄 r~ じtそ O>(山 o,uo 会·,•、 匹'"''ヽこ-"-''''". . 心""'公；J.¥OOJ,,;j>, 士(』.,,. ..,, と'・'"切"'"たこ

J.i合． ・・カ欠紐I,!ふi全,,,,,,,.,,r,,ヽ「な・3し，·之ご:ce ヽ t-C 心：に ~</v

3 労 災 偉 ． 鴫 の 開 別加入着でないこと

<+>J•I/JII 入 <$O>fitlふ、'""""'・ ;>,Co に,,., 1:1・,.、二げ．さオ1・cしヽ や・二とヵヽ ,:,. q+)JOI/JIIス、占'"' 欠ゞ"じ''""""''

1が甜H-l·o>M 々,.~.. .,., りよ.,,-ノ‘

(D 栄投指樽

適切なカロリーの摂取等、食牛話J:の指針を示す指涵

＠ 運励指導

必嬰な巡jJO)指針を小す指導

R 生活指蔚

飲消、隈煙、睡限等の生i甜間に関する指導

なお、て次健康診揺研課` 脳，心械疾悲の症状を行していると診断された場介は特定保紐

指導は、実施されません。

オ欠rttLJ<,;全""吟元令f・,.て？ば'・ ., 欠,u:,k,r刃,,.と砂牢｛呆紐朴Rやがウゞ あり"'"''・

1 二次憾讀鵡暉

芦欠紐磁や断は、'""'"'咋と心II知 巫 匹 を 比 如 す る た め に 必J出な淡"て、只体的には、次の成

介をIi'い主.,

,,,) が1)\111~血中胆'"'-絞イ

衣"""'"=キ）いて’’’いとなば平 L-. rミ'』;による忠合を糾Iなした l<t比 エ リ が!ti1'1二9レス.,-ロ--,e
(I.DJ.:~ レステ・し9・・ル）、，rr.;e..r,『Jボ心 !'11.Jレス.,.u .. ル (I11>1ペ レステ"-. ル）むよ乙勺'"

切 Iヽ,,グ.,七 ・S,・イド,.,,ヤ,.,行11/J) の血により加 Iヽ,,,... な 細I牢...,,, 硲ィ・

'"' -~ 引四IIサ血""創9板 f
'"'"""・"にむし r し｀丘.,,によ和品切を・耕l勾した i飢,,ヽグル,,_,,,_<r.,4',,「"飴1位）

を""牢する檎社

'" ヘモグロピン"'"・（エ•ーワンシ・-)飯介

企 $1、こよる ・IIふ的な虚，"とが少なく.'"必 1 - 2か）'""にわけ7； ヽげJ的な血"'"'れを"'''''さ

えじCいるヘモグロビンA,cの.,,,,,合を細""'する検企

翠 ・次紐I必企I切でくと板し・c・し、-,,,c,r,,,._-. 次紐Iぷ凡,~,切で""行い虫．吐ん

',4) c-, 伯心磁l・<Iぼ¢心'"'ば9叫匹如頌,.(心エコ・ー検"''のいずれか•砂液令

-'"がi心心,•. , 秘 Cf.

~""とを,, り下りするな"""'迫坪J』によ,,心""'こftイ"'を加えた』幻藍ぐ、心・,U図 CcヽHin<Jする玲

で子

・ が社"磁やr波灰令

む9音 fを加,....、こ` 』・，て、心四汐.,,犬珈を心Jぺ勺知E

'" ,•(J部ばて殴仮•合"'"部ュこご F ・淡•合）
超臼糾d匁性.,-. を,Oft;'!IHこ.., ―て、""'二人る汎り"紅v><J<t庄 滋五叫ぺる改介

,~, 微臼アルプミンJ,t,!f食令

9べ •J•v,.,•,レ・プミン "'"わ’ヽ ""こ;,よ"'.,.,タンノ、 'J'.('いソ, ・HL> 0>1,lを,w宗 t、こら'''"",..る玲"

m ・l>:iUO£Jl',JWJiV? 以 m,・,,安 r,-c、社,aり'.L (-'-) •~t,cl'1c>J1)ll'-'>.t (I) のり,... カ,,捻’めらオしな'"'

介 9二因↓ り注ー,.,,.. 

2 特定録鑓指尊

ヰキ牢""''廷9む9埒''"・ —二次•~Hも冷WiV) 約’ヽ""'二,.,-, .,,_ r, 河..心滋9父忠oHc,,;.,ツ,r-10, そ l'-4る,_,_ソ9、 ,.,_ 

飢 9たた 1o<r..,,紐和"の而れ切こより 1』＇ォ.,,.るい:,,..11,,4-c-・.r.. !<Pt-f,91こ'"'、次v,m,..,を'"'ヽ ,i,,-.-、

＝次鑓願診顧等綸付の漏れ

労災病 院または都逍府県うii勁)n)怯が指定する病院・診叙所（以下液屈参給付病院等」といいま

す）において， 1れ接．．次健庫診断および科定保健指導を無料で受診できますC

一次健旗診断等給付の流れば以ドのようになります"

I労圏者 I I 蔀道府~働局I

か U み

①魯醤出頭に「心I， ヽ

( I 

I事業主 I I鑓診給付病院等I



精神障害等の労災認定状況
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鳳,-~~J\t這二囁こにユ心二二曇」
過堕労働による脳・心歴疾患、う．つ病等の惜神疾患等の健限隅害の発症を予防するため，畏時間の
時間外・休日労働をしている労倒者から甲し出があ．ぅた混合には、市挙者は医師IZ:よる面接指四を行
わなければならないとしています。
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(I 事業者 ぃ三・・・.. 

宮城労働局管内の

精神障害等の労災認定状況
45 〔件）—
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菊，Nf!vi!疇 医

も事後措図に問する
意見

義務 努力悔務

冒''に． ．．．．．  ........................................................... 
※事業者は、面接し指打の結果を踏まえて、休暇付与、

作業の軽減等の必要な事径措匹を行う。
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産業保健総合
支援センター 15 

現在の産業医制度について
！［産業麟幽l直釦蓬頂if第5条頂爾1l条）・-・・-・----・・・-

1. 菜匠の選任五務の別I医師［ミ門理苓I::r.i~ —• =匹
, ※たたし、有宮業務に500人以上の労働者を従字させる字業場においては、専属の産業医の達任か必弱 C

i【産業医の職務l
, 1 i建序診断及び面接指召等の実施並ひにこれら1J)名舌果に塞）く労i勅者雌評忌を侶持するため(])措匝に問すること，

!2 作業環機の淮持笞理I,:閂するごと，

!J 作業の笛理に問す5ことふ

: 4 1-・3の他労働者<J)iJ.百序笛理に問すること。
5 健席教育、健序相款その他労伶り者の健ff(})保持咽進を図るための1昔西に問することC

;6 衛生教育に問すること。

!7 労勅者l})f題限障害の原因の謂四及ひ再発防止のため（り措邑に問するこし
I ,,, 秘困保持規定：芹菜医苫が懇牒診団及び面接指渭0)文施苫O沿務に従よした賜合は、当，，紀文施に関して知り侶た労代り者のIt-蕊を；伸ら
： してはならない（苅則付き）

：［産業医の定期巡視lC員IJ露15条）

，：産業医は、少なくとも毎月一回作業場等を巡視し、作業方法叉は祖注決態I芍訴!,;(})おそれかあるときは．直ちに労働

i 者の健廂障害を防止するため必要な措匿を講しなければならない（平成四年6月1日一部改正籐行）
-- - '"""'" ,_ ' ' . 一ー・

これら(J)ij誠務を行わせるために必要な医学に問す蒻a話を保えていることを、産業医(})要件としている，____________ , ________________________ _ 
f<庁公医(/)嬰件を偉ぇる苔＞ ------------------I 

; ・f+生労働大臣の指定する苔汎和研位を依了した苓
•·I半生労勧大巨が指定した百簗医買成課程を設;;,;している大学を卒梨I・'・ そ0,大学が行う安祖を1心仰した苔
,. 労褐面生Jンサルタント（試険区分が保閑衛生）に合格した者、写------------------------------------------------------------------------------------- 16 



産業医の職務と権限

選任・権限付与

勧告

産業医口~
指導•助言

健康管理・健康保持増進

〔健康障害防止〕
作業場等の巡視

, I I作業方法・衛生状

態に有害のおそれ
必要な措置

〔衛生委員会等への出席〕
17 

法人の代表者等を産業医として選任する
こ とは禁止になります0 (乎成之9年 4 日ユ E3碑合）

check □ 曾£―丑史如尋4平叫!~~凰，,汎翡鵬
~ 字 8寺so人以上の労働誓をイ吏用す多 字 竿 域 に お い て は 、 一

• ._. i、と は寧戴匿を迪年しなければなりません。

□ J - (労慟安全碍i生法中i3条、労働安全笛j生法施行令5字）

・, 産業医の 選任、選任している産業医の変吏の際には、所葬の
-・・ 労働基準監督署に届け出が必要です。

check  CJ 

a~ 
（労鋤安全衛生虚只IJ第 2条第2r四、向虚則第 i3苓第2TOJ)

産業医は事業者に対し、労働者の健康（こ閤わることについ
て、勧告を行ラことができます。 （ 労 効 安 全 呻 這 苓13苓 w;3TC,)

しかし、法 人 の 代 表 者 等 い ） が 、 自らの事業場の産業医を深
務している場合、労働者の健向笞理と事業経営上の利益が一
致 しない場合も想定されることから産業医としての職務が
適切（こ遂行されないおそれがあり、適切ではありません。

もし、法人の代表者等を産業医とし—ーてー選廷してい志塀合は｀
早期に改匹しましょう。

万:;芦孟娑：い二~勺翌畠盟塁巴:m;.~悶,cm竿t<;)O)イ ~-;,:;m ] 

［シ、 ,~,;;; ぐ悶c~~孟文二戸;,オ守ご孟':~豆靡如c:,

ぐう醐生労鋤省•者［這雨邸労御扇・労鋤誌率監督署
19 

労働安全衛生規則の一部改正
• 平成29年4月1日施行

法人の代表者等を産業医として選任すること
の禁止〔安衛則第13条第2号〕

18 

参暉箋匡S'l;

労働安全衛生法
（虞,.直,.,
<n+Z: 鍼窄翠合は｀函令で定のる煩復の平鸞·~ごとに、円,ic・,sm布令

て定めると=≫により ｀ 渾mのうもからえ棗置さ芯在し｀その賓に,,..,】賣

の紐慮こ匹忍の地の"'"'労鵬峯會で定める亭匹｛以下'"''*'"'°"紐摩
芯遭尊 jという）士行 わ な な け れ ば な ら な い ．

2 .~ 東筐は｀公9釦官の翫庫誓鴫零を1予うのに必藁な157<=四ナる”凜

•=つい"""'"'ツタ爛ぷ令で定める零件さ儀-"'=令でなければならない
3 心鸞区ば、劣量...., ..... 屯帽f鷹するた，，，必賣があるとこめるとさ'"'・
がエ宵9二れし、労鵬賓 """'庫釦●喝9二ついて必賓な鼻力e迂する二とが

てさ

＾亭鵞"''ふ前虞の勧偽乞妥けたときばこれS 尋皇しなけれ'"'ならな

m十二点の二亨皇轡9よ]訂年算一項の亭皇9応以外の事累心について

は、公饂●の誠庫心讀苓"'~うの•=必饗な"'.,..,こ 躙 す る 知 ' " 名 賓 す る

忘切そ，，，4也 " ' " '労鵬心令で定める賣はお舶＊の紐庫霞m寄 の 令 叩 又
は一郎を臼・ゎ女るように”めなげればならない

労働安全膏生滋戴行令
""'史=を這仔すぺe寧零塙）
四エ公'"'寧十二彙霞ー屯の政令で定める絞9交の寧東以は、岱"玉十
人以上の力働零を使mする亭累蠣とする

労働安全禦生蠣員•J
9な'"""令憤i土霊渭賓の邁仔）

”｀二仁,.. , 
2 亭息＊ば、四,~.,...令1●iエ℃9攣會鸞置,~したとさほー選；っなく｀和式箪
二号による輻C温C、逗紐事零•A<I>隋打地"'"'轄する労曇,.. 亭止包雹
伍 9以,.,,,骨謬吟鯛ぶ・竿血口冨と』という）<=磁出しなければならない

"""鸞 O<の 這 任 ）
箪十三集中粛十三年露ー•QC>蜆電<=-~る必鸞=の還仔9↓ 次<=定める

とこ，，により行わなければならない．．

一皐置匹を這保ナペさ・*"'が年生した口から十四口以内<=這住する

ここと

今回迫加部分

二次に'"げる令くイ互び-にあつて9ふポ虜'"の軍江•=つい"-"'宙雇1
mを賓しない零を高く．．）以外の肴のうもから這保する二と

イ亭,,._.. が）糞人の 弔 会 に あ つ " ' 之 埠 訊 ： 良 人 の 代 裏 ． 冒

e>..21<--"』むむ表ムでな-'~'やしにあ一つ文（念ヨ,;マ.,,.霧~,... ,,,, 

ヽヽ事雫,.,,=おいてその事来の文患さ讀'""'覆する零

二賞研千人以上の公慟賓を波mす る 亭 烹 心 ヌ は 次9二'"げる烹'"'二”ぶ々
向写口人以上の沿匹合之滉事させる亭塁埠にあつてば、その平鵞ぶ

•=専露の内さ選仔すること..
ィーカ 9費 9
四常り1二干人=こえる~,覆h示さ如mする亭改•Ro:あつて心＝人以

上の贔．集立さ這任す る 二 と .

2 汎 ＝ 染 買 ＝ 項 ， ， ，規定出直患こについて""-ffiする｀ただしや松i記"
出仝溢,nn•o=+zc如主緯賽立十六口惇＝＋エ鯰9砥-,... ,,, 子どもに
閲するな口匹=寄の応禽峠な9息鼠，，，直進•=•潤する芯ぽ9平成十9ヽ碍~
出 r算 七 十 七 勺 以 下こ，，，項及び軍匹十四条の二箪一項において『認

オニども包"工）という・)緊＝＋七拿において準mする磁eを禽む・'"'"'

たにより仔O し・文ば饗噴竃され,.,,,,.,口て｀追駄守稔9岡 2 において半
mする心や『＝あつては、認示二ども園'"'冨＝岱憲七虞•=蜆定する幼a
苅"'"''ぼたこどし四］において爆攣匹の韓祖さ~う二ととされたものにつ

いて'"、こa,raりて’ない．、
3 第 9ヽ条の燎たは、瀑北"'"二ついて準mする.こ"''~"'におい-c. ロぇ
中『前粂賽ーm」とあるのば、 •M+三又渾ー9月Jと認み召><るものとす

そ

く'"-叉に及び逸愛凶,,,匹のなも六"'
元 十 四 " ' ' 怠 躙 十 二 瓜 箪 一 項=n土劣量"';令で"'""る平r員·~、次"''"
項て四..,.,c閲する専門的'""'を必食とナる f,のとする--

一濾虚ぶ匹の宣籠及びその芯東'""づく匁磁-~のil""""""'~心た
めのIn凜に調する二と

="'-冨六十六摯の八示一項,c坦定する四9●tR"° 及び法賽六十六~
の 九,c悶

青の血慮をは1号するたのの,r.岱＜二瀾する二と--

二去箪六十六摯の十箪一項'""'定する心9氾的なamのな瓜を1巴"'
するための鱗なの・ぷ9心磁び'"""彙節二如ニ,,,,,.,.,―る四ほIHのの土・

応 な び そ の 這 鸞 に ふ づ く 咲 鍼 令 の 叫 摩 さ ' " ' " ' ナ る た め の1勺こに閲す

ここと．．
四や東環鳩の復i,,;;r壇 ,cooする二と

工,~.,_の宮環'"闇する二と
六""各9に代3げるもののほか｀咬叫＂ク心r,~z. 土'"聞ナること
七..慮欧"'.., 滋 狂 心 そ の 他 名 姐l貪,,,,.,,..のな'"切遵さ回るため

の'"置9二間する二と，
A <S;tt叙てに1直Iすること

'"学...令の位慮9なSの暉閃の＃云及び宮"""'止のため=•霞 こ に 閲

す--=-"-
2'広ポ十三_,.,凛二9月のf'7 年裳勧~-合で定める：示..,,, 伝えた示lふ次

のとおりとナる~
一法寧十三虻高一項9二規定ナる冷慟合の閲虞で項""'以下り,.,,

宵の虹暉て送ぷJという・-注れつのに必拿'"'"'7"'こ""する文0ぷぷ二つ
いてのm位であつて"""'ダ"●、大たのm土する令'""人に国る.,が

竹うものを<"OTした示

= 、 な 置 匹 の 六 戌 - " ' さiそう二とを目的とする置ナの正蜆の；ぶ和CS・,&
置している泣"'''"''大7 その1由の大マて高つて,.,,,,必鸞'"""'が"'
土するものにおいて沼払L鵞●.,,, 佗めてギ鵞した囀•であつて｀その大

ヤが1テう云百さ"""したもの
ェッ9債霞'"'~ンサ9レク,.ト:rt心""で'"した行.,,_そのぶC の区分が

ば匹惰'"'""あるもの
四や'"霰ぢ；ぷ<c.>aる 大 ヤ に お い て ・ お 伽 繹 』 生9ゴ 関 す る , ,↓Jさ m 出す

る孜I豆泣 9氾交又ばぷ紐"●m 動にすも宵に匹ふ）の""'"あ•）、又
ばあつたぷ

五向各"'""'げる⇔の心か_,.,,..匁.,.. 大でが土めら名
3 足翠匹ば、第一屯も号［二旺,,,る亭心について• 認,.女令印工で匹

，，，，に力して勁沿し｀ヌ""叩"'"'""名に灯して”｀愕しーぶしく 9エ曲Eヽす
ることができる~
＾亭東では｀直""~が 9工震十二条冨"""'の1翼定によら>'-'>=<むたこ

とヌ"'""""の出''"こよる書力岱.m-nふしく"'""名、さ,,...,.二とを9扇中とし
て、心庫匹に対し・'-""-"'の他キ.,,紐な1茂ぬいをしないようにしなげ

ればならない

~、 0'""'
,,o -"""'の定躙巡筏及び糟匹の付ヽり
元＋写冬虞溶国は、少なくとしz,a-•a作叉澤，，，""匹汲し- ,-, 賓力

芯文は口；エ'"'""芍冨のおそれがあ-~とさ'"·"'ち•=-必·如令の.,
応,~宝を切止するため必丑な,~芯"'謂になげ h.ばならない~

＝亨深賣ほ、滋置国に吋し、前条字一項'"'夏念する事項をなし'"やt冒
隕を巧みなヽ9ればならない..

''"'零ぼ"'"''"すぺさ亭文珀"""'の＊澤,.-,の ・H<>H,"-'鍵ぽ岱,..,予9
紅十五ネの="'箪十二必<n=<≫'7生沿饂り古令で定ぬる病 9尤｀劣鳴＂..-.o:,., 床穴項零で行うク,,ニ必葦な這ヽ鼈でヤす"''""'帆；，，す"'

2 キ,.,""'、公箪＋＝必氾一9月の事澪とい”の亭立環'"つい'.'"
箪 +zc,.の二に9良定する"'""""言の辺濠名 ,r,r.の令..ヌ,.. - .. 
を合わせるに土たつては_,.,.● ,.,,. の直l藁心9豊士を行う四丸9二9只定す

る"'"'の選行、 mが；五笥＋カイたの三,c隅立するl塁血として"'う劣間

合のば虚~巧'"''""'る烹,,.についてのキロ；又その如の必・，，、な溢初の
平和研,m,,に切めるしのとナる_ 20 
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労働安全衛生規則等の一部改正

• 平成29年6月1日施行

1産業医の定期巡視頻度〔安衛則第15条第

1項〕

2 健康診断結果に基づく医師等からの意見

聴取を行う上で必要となる情報の提供〔安衛

則第51条の2第3項〕

3 産業医に対する長時間労働者に関する情

報の提供〔安衛則第52条の2第3項〕

4 有機溶剤中毒予防規則等関係 21 

趣旨

1産業医の定期巡視頻度
〔安衛則第15条第1項〕

過重労働による健康障害防止、メ

ンタルヘルス対策等の対策に関して
必要な措置を講じるための情報収集
において、作業場等の巡視とそれ以

外の手段を組み合わせることも有効
と考えられること。

23 

通達

平成29年3月31日付け基発0331
第68号

「労働安全衛生規則等の一部を改

正する省令等の施行について」

22 

暉

毎月1回以上、一定の情報が事

業者から産業医に提供される場合

には、産業医の作業場等の巡視

の頻度を、少なくとも2月に1回とす

ることが可能。

24 



要性
1事業者が月 1回以上把握する長時間

労働者に対する面接指導基準に該当す

る労働者及びその労働時間数

2作業環境、作業方法等の問題点の把

握等にとって有用な、週1回以上の衛生

管理者の職場巡視の結果

3各事業場の状況に応じて衛生委員会

等において調査審議の上、定める事項

衛生管理者の職場巡視の結果

• 巡視を行った衛生管理者の氏名

• 巡視の日時、巡視した場所

25 

• 設備、作業方法又は衛生状態に
有害のおそれがあるときと判断した

場合における、有害事項及び講じた
措置の内容、その他労働衛生対策
の推進にとって参考となる事項

27 

長時間労働者に対する面接指導基準
に該当する労働者及びその労働時間数

・休憩時間を除き、 1週間当たり40
時間を超えて労働させた場合にお
ける、その超えた時間が1月当たり
100時間を超えた労働者の氏名及

びその超えた時間に関する情報

衛生委員会等において

調査審議の上定める事項

1 安衛則52条の8第2項に規定する労働

時間の状況等〔努力義務〕による健康へ

の配慮が必要な労働者の氏名及びその

労働時間数

26 

2 新規に使用される予定の化学物質・設

備名及びこれらに係る作業条件・作業内

容

3 労働者の休業状況
28 



実施手続条件

1 産業医の意見に基づいて、衛生

委員会等において、調査審議を行っ

た結果を踏まえて行うこと。

2 要性を満たすこと。

釦業医の作業場等の巡視を2月
に1回とすることが不可能な場合

少なくとも毎月 1回産業医の作業場

等の巡視が必要となる

・衛生管理者の巡視が週1回以上実施
されない場合等〔安衛則第11条第1項〕

29 

• 安衛則第15条第1項関係の規定〔産業

医の定期巡視等〕違反の場合

31 

衛生委員会等の調査審議

・ 産業医の作業場所等の巡視頻
度を変更することとする一定の

期間を定めた上で、当該一定の
期間ごとに産業医の意見に基づ
いて行う。

30 

2健康診断結果に基づく医師等からの意見聴

取を行う上で必要となる情報の提供〔安衛則第
51条の2第3項］

趣昼
事業場規模にかかわらず異常所見者に対

する就業上の措置に関する医師又は歯科

医師からの意見聴取については、事業者の

義務とされており、医師が意見を述べるに当

たっては、定期健康診断において把握した

情報に加えて、労働者の労働時間、業務内

容等の情報を把握することが必要なこと。 32



暉

事業者は、医師から意見聴取を行う上で

必要となる当該労働者の業務に関する情報

を求められた場合は、速やかに、定期健康診

断において把握した情報に加えて、労働者の

労働時間、業務内容等の情報を提供しなけ

ればならない。

33 

暉

休憩時間を除き1週間当たり40時間を超

えて労働させた場合におけるその超えた時

間を算定したときは、速やかに、その超えた

時間が1月当たり100時間を超えた労働者

の氏名及び当該労働者に係る超えた時間

に関する情報を産業医に提供しなければな

らない。該当がない場合においても、その旨

の情報を産業医に提供すること。
35 

3産業医に対する長時間労働者に関する
情報の提供〔安衛則第52条の2第3項〕

趣旨

産業医による労働者に対する面接指

導の申出の勧奨のほか、健康相談等で

活用することを想定したこと。

34 

4有機溶剤中毒予防規則等関係

畔

特殊健康診断の異常所見者に対する

就業上の措置に関する医師からの意見聴

取において医師が意見を述べるに当たっ
ては、特殊健康診断において把握した情
報に加えて、労働者の労働時間、業務内

容等の情報を把握することも必要な場合
があること。

36 



該当省令

• 有機溶剤中毒予防規則

・鉛中毒予防規則

• 四アルキル鉛中毒予防規則

• 特定化学物質障害予防規則

• 高気圧作業安全衛生規則

• 電離放射線障害防止規則

• 石綿障害予防規則

• 東日本大震災により生じた放射性物質により

汚染された土壌等を除染するための業務等
に係る電離放射線障害防止規則 37 

労働者の業務に関する情報とは

• 特殊健康診断の対象となる有害
業務以外の業務を含む、労働者の

作業環境、労働時間、作業態様、作

業負荷状況、深夜業等の回数・時
間数等がある。

39 

内容

事業者は、医師から意見聴取

を行う上で必要となる当該労働

者の業務に関する情報を求め

られた場合には、速やかに、提

供しなければならない。

38 

I亨寧珊（こおけ杢涵霙と-寧圭如の匹立玄麺のためのカイドラ虞
本カイドラインは、がん｀脳卒中心疾翠糖屈病、月干炎なとの治療が必靱な汝病を抱え志労働芦
に対して、事学環において逼切な就竿上の饂直や沿療に対す志配慮が行われ忘よ区 ':]:!'Zct~におけ
志取組をきとめたもの。

幻治療技術の進 歩等により、 「不治の病」から「琴く付き合ラ病気」に変化
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産業保健活動総合支橿事業

労働者の健康確保のため、①事業者及び産業保健関係者に対するメンタルヘルス対策等
の産業保健活動に関する研修等の実施、②小規模事業場の事業者及び労働者に対する相
談等の実施等により、事業場の産業保健活動を支援する。
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寧藁主、労働言に対するl!I発セミナー
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ご清聴ありがとう
ごさいました。



「ストレスチェック制度に基づく面接指導

一職場における過重労働、メンタルヘルス対策として一」

東北大学大学院医学系研究科精神神経分野

鈴木淳平

平成 27年 12月から企業においてストレスチェックが義務化された。これは産業保健

のメンタルヘルス対策のうち、一次予防（健康な状態を保つ）に位置付けられている。こ

のストレスチェックで高ストレス者と判定された労働者に対しては面接指導が必要に

なるが、過重労働の面談の経験がある産業医であっても、「高ストレス」というメンタ

ルヘルスがらみである面談については、対応に悩む産業医も多いと思われる。面接の記

録に関しては、従来より行われている過重労働面談と関連する部分もあり、過重労働面

談と合わせて説明を行う。

また、法的には努力義務とされているが、ストレスチェックの集団分析についても、

産業医は企業側から意見を求められることがある。企業全体、あるいは職場単位として

職場のどのような部分にストレスが強いのかを確認し、改善していくことは、メンタル

ヘルスの一次予防として重要と言える。

本日はこれらの点について、具体的な事例を挙げつつ実際の対応について紹介する。



ストレスチェック制度に基づく面接指導
一職場における過重労働、メンタルヘルス対策として一

東北大学大学院医学系研究科精神神経学分野

鈴木淳平

ストレスチェック制度に基づく面接指導
—職における過重労働、メンタルヘルス対策として一

平成27年12月から企業においてストレスチェックが義務化
されました。このストレスチェックで高ストレス者と判定さ
れた労働者に対して、どのように面接指導をすればよいのか
を検討します。

・ストレスチェックの概要
• 面接指導
・集団分析

「高ストレス者」とは

ストレスチェック制度の中で、ストレスが高いとされ医師
と面談する必要があると判定された方を「高ストレス者」と
呼びます。この場合、医師との面談が推奨されます。

「医師」との面談は産業医が推奨されていますが、必ずし
も産業医でなければいけない、ということはありません。

また、 「高ストレス者」を選定する基準（ストレスチェック
の点数）は各企業に委ねられていますが、概ね1割程度が「高
ストレス者」となることが想定されています。

ストレスチェックとは、調査票を用いて「①職場における当該労働者の心

理的な負担の原因に関する項目 ②心理的な負担による心身の自覚症状に関す

る項目 ③職場における他の労働者による当該労働者への支援に関する項目」

の「3つの領域に関する項目により検査を行い、労働者のストレスの程度を点

数化して評価するとともに、その評価結果を踏まえて高ストレス者を選定し、

医師による面接指導の要否を確認するもの」とされています。その主な目的は

一次予防であり、 1年以内ごとに1回、すべての労働者を対象に実施します。

（労働者は健康診断については受けなければいけない義務がありますが、スト

レスチェックに関しては「義務」ではありません。）

4
 



調査票に求められる3項目は「①職場における当該労働者の心理的な負担の

原因に関する項目 ②心理的な負担による心身の自覚症状に関する項目 ③職

場における他の労働者による当該労働者への支援に関する項目」とされていま

す。 「労働者のストレスの程度を点数化して評価するとともに、その評価結果

を踏まえて高ストレス者を選定し、医師による面接指導の要否を確認するも

の」として、厚生労働省では「職業性簡易ストレス調査票」 (57項目）を推奨

しています（これを簡略化した23項目の調査票もあります）。

5
 

ストレスチェック制度における2つのアプローチ

く一次予防としてのストレスチェック制度の仕組み＞

（個人へのアプローチ］

0個人のストレスの状況を本人に通知し、ストレスヘの気付きと
ともに、必要に応じてアドバイスを行い、セルフケアを促すこ

Qi~£ 三~jg;~;〗喜：且；；i:i;;; 基；謬り
［集団＿＿のアプロ......司

0個人のストレスチェック結果を集団ごとに集計することで、職:塁塁認昇芸言認翌鸞贔厚羞-~ ~ 

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
不
調
の
未
然
防
止

7
 

（労働者に説明する場合として）

• 一年に一度、調査票の形でストレスの質問に答えて頂きます。

• その結果は一人ひとりに返却されます。

。その結果は会社は知りませんが産業医、保健師のみ知っています。

・（その結果を会社に知らせてよいかどうかは一人ひとりが判断します。）

• 一部は匿名化され、職場全体のストレス評価の指標になります。

• 高ストレスの方は産業医（医師）との面談をお勧めします。

• 面談した方は結果が会社に知られます。

。結果を会社に知られたくなく面談を希望する場合は別途連絡下さい。

一次予防としてのストレスチェック制度
メンタルヘルス対策には、
一次予防（メンタルヘルス不調の未然防止）
二次予防（メンタルヘルス不調の早期発見と適切な対応）
三次予防（職場復帰支援）
が含まれるが、ストレスチェック制度はストレスの状態を把握することでメンタル
ヘルス不調を未然に［止することを目的としており、一次予防のための仕組みと位
置づけられる。
"""''''  

〇 労慟者のストレスマネジメントの向上
・教育研修、情報提供
・セルフケア

〇 輯協窟境等の把握と改善
• 過望労倒による健康陣害防止
・ 輯渇でのパワハラ・セクハラ対策

メンタルヘルス不調の
早期発見と酒切な対応

（二次予防）

際壌復帰支援

（三次予防）

0 ..t国、産業保饉ス
タッフ等による相談対
応、早期発見と適切な
対砲

6
 

〇 職揚俊帰支援プログ
ラムの策定、実施

0 主治医との運携

8
 



労働者にとっての意義 事業者にとっての意義

1. ストレスチェックを受けることで、自らの状熊を知る

。自らのストレスの状態（ストレスがどの程度高まっているか）

• 自らのストレスの原因（仕事上、どのようなことが原因になっているのか）

2. ストレスヘの対処（セルフケア）のきっかけにする

・ストレスチェックの実施者から必要なアドバイスが行われる。

3. 曰 .A. '.... • 上 につヽ｀

。仕事上のストレスの要因を軽減するためには、面接指導を受けて、医師の意見

を会社側に届けることが重要。

4. レ 工ヽ、 果ヽ -・ に しつ

1. 労働者がメンタルヘルス不調になることを未然に防止できる

。全ての労働者にストレスチェックを受けてもらえるようにすることが重要。

•高ストレス者がなるべく面接指導の申出を行いやすくなる環境づくりが重要。

•面接指導の結果を踏まえた就業上の措置を適切に実施することが重要。

2. 可善、~t

・人間関係が原因となっている場合もあり、職場改善については、工夫が必要。

3. ヽ 改善.. ....、 向上

など、経営面でのプラス効果も期待される

，
 

留意すべき点と制度運用に対する期待

（個人情報の保護と不利益な取扱いの防止が制度の鍵l
0ストレスチェックは、本人同意がない限り事業者に個人の情報は
提供されない仕組み

0面接指導の申出や、その結果等により、不利益な取扱いも禁止

⇒これが確保されてはじめて労働者の受検、正直な回答や高ストレ
ス者の面接申出が円滑に行われ、メンタルヘルス不調の予防につ
ながる

⇒逆に、事業者側が不正に情報を入手したり、不利益な取扱いを行
うようなことがあれば、労働者は受検しない、正直に答えない、
申出を行わないこと等を選択し、企業としても何ら効果を期待す
ることが出来なくなるおそれがある

ストレスチェック制度が上手く運用されれば、労働者にとつても、
事業者にとっても、プラスの効果が得られることが期待されるので、
前向き、積極的な制度の活用が望まれる。 11 

10 

医師向けの面接指導マニュアルについて



く長時閻労働者の場合＞

長時間労働者からの面接指導の申出

↓ 
面接指導の実施

•勤務の状況（労働時間、労働時間以外の
要因）の確認

•疲労の蓄積の状況の確認
。豆坐他の心身の状況（心身の健康状況、

生活状況等）の確認

•総合評価、労働者への指導
↓ 

事業者への意 見異申

・面接指導結果報告書の作成

・就業上の措置に係る意見書の作成

↓ 
事業者による就業上の措置の実施

＜萬ストレス者の場合＞

労働者がストレスチェックを受検

↓ 
労働者への結果の通知

↓ 
高ストレス者からの面接指導の申出

↓ 
面 接 指 導 の実施

・勤務の状況（労働時間、労働時間以外の

要因）の確認

・心理的な負担（ストレス）の状況の確認

•その他の心身の状況（心身の健康状況、
生活状 況 等 ） の 確 認

•総合評価、労働者への指導
↓ 

事業者への意見異申

・面接指導結果報告書の作成

・就業上の措置に係る意見書の作成

↓ 
事業者による就業上の措置の実施

13 14 

就藁上の措醤に係る翠晃國

戟穿区分 （） 通常勁務 1 就研限・ ~Iii 2 要休菜

0. 情に播来なし 4 変形労聖埓閏別または盆量労驀銹の対応からの玲外

労偽蒟蹄 1. 弩賛閃労面の窃翠 涛閤/i'lまで s. 霞函止（休躙・休蚤の翠和
の短碕

（零えられるもの
2 縛間外労魯の景止 6. モの伶

戟 1ご・,)

娯 3. 款凜鋳院を1>l翠
上 鰐 分～ 峙 分
の 労箇笥問以外 壬壼叩ヨ jo.W匹~b.t環磁翠 C. 茄皮軍の回数如砂 d里 磁3配ヽ磁珀..忍滋
Ill のmg I) 

讚 （苓えられるも(I)

1こ．＇を付丸限纂 2) 

の内名をほfぷ的に
3) 茫迅）

揖墨悶間 B ・冶• 月 又は 年 月 s- 年 月 8 

磯埓深境の改盪1こ
丙する慈克

：高トレス111r:,み：

医疫粕芍への
受蕊虻屯希

せの勺
（涌11!4'項w)

区科の所訟入、 灯 円 ヨ（某梅汀月円）

竺
印
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長時間労働者闘係 • 裏ストレス者闘係 （該当するものにOJ

面接掴導結果報告書

対知臼
認 I I 所悶 I 

I 男・女 I 年齢 ほ
窃務の状況
（ジ鋒悔跨OO、

労蕊玲団以外の萎因）

殺労の醤棋の状況 o. 1. i. 3. 

ばむ雰生労畳醤のみl （低） （高）

（入トレスチェック結果） （医`；‘的所只1こ閲する特記序屯I)

心理的な岱程の状況 A. 入トレ人の西匡 占

8. 心自の自党荘状 '"'"''"'"'"、,．．'.1'15ストレス翌のみ： 点

C. 周~(7)支探 点
"""'""'""'" 

-1:: の也の心身の訊況 0. 所兌なし 1 所克あV) ( ） 

面
〇 椙図不洒 (-cc 糾喝氾平阻）

< ふ人への伝,;!;(1i分 1. 洒保賛括函
2. 西姪沼観察

塁
){棗怠遍択可 3. 壼再函ほ（時朗・ ） 

4. 現病治療緑絞 又は E丙槌簡紹介

目

同
l

目

日

I畏時閻労働者調叫 • 慈ストレス笞関係 は当4るものに()J

面接指輝結果報告癖

対象名 認 I労働太鰤
所菜 I労懺錮労働識

厩・女 I 年酪 43 棗
勁務の状況 •過去 3 か月閾の月あたり時饂外労●が 100 峙閻以上•
（労墜時隅， •突霜案件が多いために、体麟碍需が罐儲しにくい•

労億跨問以外の要因）

岐労の醤墳の状況 o. l. 巳 3. 

t累勾楚完高i!ICT.!みl （ぶti) （高）

（ストレスチェック祐果） （医字的所RIこ問する碕記平項）
心遵的な肉担の状況 A. 人トレスの帝因 点

ぼ5ヌ....レス醤のみl e. 心併の自貸症状 ""''' ' 点

C肉郎の支渭 ''点

t'の他の心費の状況
0. 所型なし 11. 祁克あ叫｛虚圧及びm霜儘が畠い ） 

（その他特記芯1月）

＇ 
〇 箔蜀不翌

本人への泊遵に分 1. 亜保腔函お 脳・心躙素紐のリスクが品いため、医
2 志経）茨競翠 霰園｀就戴囲の鑽璽が必要。また｀摺

節 沢複数遵宍可 日;!jij麟疇 1か麟 ） 園の効環を莉謬するため、再園鐙が必
塁 索冶窓翠紐又は医療槌梵迅介 墜•

"'- 16 



□ 人事・労務担当者からの情報収集（「労働時間等に関するチェックリスト（例）」等を参
照）や、労働者への聞き取りから判断して記載する。労働時間以外の要因については、
「労働時間以外の労働に関する負荷要因（例）」等を参考に情報収集・聞き取りを行う。 回

図本人の様子ややりとりから判断して疲労の蓄積の状況を評価し、 o-3の中から該当する
ものに0をする。なお、 「疲労蓄積度のチェックリスト（例）」の判定等を参考に評価す
ることも考えられる。

□ 本人の様子ややりとりから判断してその他の心身の状況を評価し、 0(所見なし）又は1
（所見あり）のいずれか該当するものに0をする。 （ ）内には、必要に応じて所見の具

体的内容を記載する。なお、その場での血圧測定結果、 「心身の健康状況、生活状況の把
握のためのチェックリスト（例）」、 「抑うつ症状に関する質問（例）」等を参考に評価
することも考えられる。

円 1-3を総合的に［韓iffiし、指導区分として0 (措置不要） -4 (現病治療継続）の中から
該当するものに0をする。また、 「その他特記事項」には、特に留意すべき事項があれば
記載する。
なお、必要に応じ、 「脳・心臓疾患のリスク評価の方法（例）」を参考にして評価を行
い、その結果を「その他特記事項」に記載することも考えられる。
保健指導が必要な場合、 「面接時の生活習慣・セルフケアのアドバイス（例）」等が参考
になるが、具体的な指導内容を報告書に記載する必要はない。

17 

円 「就業区分」として、 0 (通常勤務） -2 (要休業）の中から該当するものに0をする。
具体的な就業上の措置については、該当するものに0をし、具体的な措置の内容について
も記載する。なお、面接指導の時点では、具体的な措置の選択や内容まで判断がつかない
場合には、考えられる措置（複数でも可）を選択し、具体的な内容の記載については、記
載困難な場合は空欄とする。
「6.その他」の具体的な記載例としては、上記のほか、 「代休の取得」、 「休日出勤の

減少」、 「夜勤明けは休日とする」、 「夜勤中に仮眠が取れるようにする」などが考えら
れる。

阿医療機関への受診が必要な場合は、必要に応じて配慮事項を記載する。

口その他、事業者に対して伝えておくべき事項があれば、必要に応じて記載する。

固

回

同

回

回

図

就藁上の捕堕に係る総閃響
戟磁しさ分 o. 通常勁密 11 就業約1阻・ 1\3~ 2. ~ 休浪

0. 椅tこ揖示なし' 4 変；；；労億縛lll"lまた心臓量労懺笥の対象カ・.らの嫁外

労鈎時間
に野田ぬ窃Z 20 鵡Fil!/月まて S 翫翠d.)!,l.il:(,:. 煤・休知濱0¥)

の苺埒
(~ えられ?.lbの

2 .. 茫ケ労曇の節止就に、） 区］そ0''3 体顛時閑の確禄
溌 3 数王結問を窃殴
上 埓 分～ 絡 分
の 労曇嗣OO以外 主壼項目 !a武四加磁直 b、窄虚災 C.可蜘亨磁砂 d.餌印祁への冠~.. その怨
捐 の項目 1) 

困 （考えられるもの
1こ,.,を付け、深芯 2) 

の内宮を況体的1こ
3) 

記ふ!.¥)

措圏悶閤 1 ... ・連・ 月 又は 年 月 日～ 年 月 日

閉壌霙境の改麹,::閉す
る意見

！喪ストレスa"'"l

医箔栢,.,,への
妥蕊9兄砥涵 藁醗多忙のため定期的な受診が国類となっているので、藁靭m等について配慮が必要，

モの他 賦舅l.t.の揖璽を決定する際には、本人の願見を十分に膿くことが必蚕。
（逢絡平項箱）

鯰統の所紐先
""""'● "●'-_,'● --

Cう()()')株式会社健畢霰曙室

2015年 12月 10ヨ（哀梅年月日）
虹籐氏名 1 安全一鱒

印
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長時間労働者関係 。 1萬ストレス者関閾 は当4るものにC)]

函接指導結果報缶盪

対椒名 氏名 I労 鋤 花 子
所ヱ I 労働邸労働輝

男・女I I 年蛉 28 怨

務門の状況
（労曇峙問、 •本年 4 月の人事翼馳により議霧内窮が塞わり、外纏との折衝戴鵬が増大した。

労鑑時間以外の西因）

投労の画稼の状況 〇． L 2. 3 

t棗彎梵完衝さのみl （低） ｛忘）

心遠的な色担の状況 （入トレ入チ上ック結果） （医字的所只1こ閲する特記乎珀）
A. 入トレスの要因 55 点 逍いストシス恨応が数か月闊継縞している。

”江トレス警のみl B. 心疫の自党症状 ""8●● "1"""""" 点

c月3圏の支t刃 '"'""3""●0● 9●9ヽ．．．．，点

",: の他の心臼の状況
o. 所克なし 11. 所応ありI<体釦譴少などス砂ズ如迄鵬埠われ句頭あり ） 

函
〇，捐園不翌 (-cの他＇切記 Jflltl)

i 入人への応忍I~分 に］妥保総臨母 導門國を畳診するとともに、食尊護
2 ~ 避速鯰西 譴尋について應網的な保健鑽尊が必

塁
沢凛雰選宍可 B:Rli(時悶： 3か 暉 ） 遷。

治痘硝成又Iエ医税譴閉紹介
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団人事・労務担当者からの情報収集（「労働時間等に関するチェックリスト（例）」等を参
照）や、労働者への聞き取りから判断して記載する。労働時間以外の要因については、
「労働時間以外の労働に関する負荷要因（例）」等を参考に情報収集・聞き取りを行う。 西

回ストレスチェックの詔面結果（点数）を確認し、そのまま記載する。
また、 「心理的な負担（ストレス）の状況の確認の際の観点（例）」等を参考に労働者か
らの聞き取り、 「抑うつ症状に関する質問（例）」等による質問を行うなどにより、医学
的所見が認められる場合には、 「医学的所見に関する特記事項」に記載する。ストレス
チェックの結果と面談での評価が異なる場合にもこの欄に記載する。ただし、診断名、具
体的な愁訴の内容等は記載しない。

団本人の様子ややりとりから判断してその他の心身の状況を評価し、 0 (所見なし）又は1
（所見あり）のいずれか該当するものに0をする。 （ ）内には、必要に応じて所見の具

体的内容を記載する。なお、 「心身の健康状況、生活状況の把握のためのチェックリスト
（例）」等を参考に評価することも考えられる。

阿 s-10を総合的にi噸し、指導区分として0 (措置不要） ,.._,4 (現病治療継続）の中か
ら該当するものに0をする。また、 「その他特記事項」には、特に留意すべき事項があれ
ば記載する。
保健指導が必要な場合、 「面接時の生活習慣・セルフケアのアドバイス（例）」等が参考
になるが、具体的な指導内容を報告書に記載する必要はない。

同

四

同―

就製上の絹置に係る筋兌國

就麒区分 0 通常勁務 11. 就楽釈隈•呵 2 翌休蟻

〇 袴Iご嬌宗なし
4. 変形労蛋碍問笥云た"'・盆量労と渭の対釈からの縁外

労滋時問 1. r<!M外労鯰密宏 埒閉/,'Iまて
s—吠箪~)!;,.!:(休翠・休葦の筆郵

の投i均
｛劣えられ;:,もの

巨約外労知珈ヒ
6.'!;O-,rs 

戯に）

窺 3 笠翠鳴朽唸'll零 埓 分～ 埒
上 分
の

労母閑f;i]以クト 年匹日 ja匹 匹 ⑳ 浅 b.恒磁租 C如虚祖激虚少 d 昼整冠預へc紐ロモ碩
閉

の頂目 1)外鬱との折纏i●讀の負担輯翼
隔 （考えられるもの

に）を付け， m;;; 2) 

の内沼をは体が）に
3) 

記11)

措置悶闇 3 令・芸• 月 又I;): 年 月 曰～ 年 月 s 
恩埒忘境傘懸に

閉する屈兒 仕事上の鱚みについて上躊や岡懐に属躇（こ欄麟できる職磯をつくるため、一般社畏、筐
t~ ヌト、レス磁Cみl 珊●それぞれに対するメンタルヘルス徴育が必要，

医療機閲への

受珍紀慮祈

その他 就戴上の鑽璽を決定する際には、本人の恋見を十分に覇くことが必翠。また、必雲に応
（蕊絡平瑣涵） じ、主治匿の意見も鬱鳴にすること。

印
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区続の所底先

9、:,(つ：．：、心樟式食社霰犀管曜室

2015年 12月 20日（実椀年月8)

窓師氏名 1 安全一郎 22 

四 「就業区分」として、 0 (通常勤務） -2 (要休業）の中から該当するものに0をする。
具体的な就業上の措置については、該当するものに0をし、具体的な措置の内容について
も記載する。なお、面接指導の時点では、具体的な措置の選択や内容まで判断がつかない
場合には、考えられる措置（複数でも可）を選択し、具体的な内容の記載については、記
載困難な場合は空欄とする。
「6.その他」の具体的な記載例としては、 「休憩時間の確保」、 「代休の取得」、 「休
日出勤の減少」、 「夜勤明けは休日とする」、 「夜勤中に仮眠が取れるようにする」など
が考えられる。

回職場環境（周囲のサポートを含む。）に問題がある場合は、必要に応じて改善のための意
見を記載する。

阿医療機関への受診が必要な場合は、必要に応じて配慮事項を記載する。

回その他、事業者に対して伝えておくべき事項があれば、必要に応じて記載する。

23 

0 面接指導における会話の流れを阻害しないように留意しつつ、個人情報の取
扱いについて事前の承諾を得るよう努めます。

労働者が、医師が尋ねた質問に対する回答の範囲を超えて不必要な個人情

報まで話してしまった場合は、面接の最後に、当日、聴取した内容のうち事業

に報牛すべきこと、また報告したほうがよいと考えられる事項について承諾

を得ます。

しかし、本人が事業者への報告を拒否した内容についても、本人の安全や
健康を確保するために不可欠であると考えられるものについては、事業者が適
切な措置を講じることができるように健康情報を労務管理上の情報（就業上の

措置に関する事項）に加工するなど、労働者本人の意向も十分配慮した上で報

告します。

＜労働者への説明（例）＞
「この面談については、報告書を作成することになっています。報告書に書い

てもらいたくない内容があればおっしゃってください。ただし、あなたの健康

を守るために不可欠であれば、事業者に伝えなければならない場合がありま

す。」

24 



面接指導の結果を踏まえた評価や対応の検討にあたって、以下の確認が必要です。

① 当該労働者の動務の状況（業謗上のストレスについて）
個人のストレスプロフィールから、 「仕事の負担度」、 「仕事のコントロール度」、
「職場の支援度」の3つの観点で、具体的な仕事上のストレス要因を聞き取り、評価し

ます。

② 心理的な負担の状況（抑うつ症状等について）
抑うつについては、 「職業性ストレス簡易調査票」上の抑うつ症状に関する質問項目

等にチェックがある場合には、さらにうつ病の可能性を評価し、専門医受診の要否を判
断します。うつ病の疑いがあるかどうかの判断には、うつ病の構造化面接法や「報告
書・意見書作成マニュアル」の中の抑うつ症状の関する質問（例）」が活用できます。

③ その側の心身の状況の確認（生活習慣•疾病について）
生活習慣•疾病については、対象者の面接直近の定期健康診断の結果を活用します。

既往歴、自覚症状等の他、最近の生活習慣（飲酒、喫煙、運動、食習慣、睡眠時間等）等
について聴取します。 「報告書・意見書作成マニュアル」の中の「心身の健康状況、生
活状況の把握のためのチェックリスト（例）」が活用できます。

面接を実施する方法、場所の確認を行うとともに、面接指導実
施に先立つて、事業者や本人から労働者の属性、ストレスチェッ
クの結果、チェック実施前1か月間の労働状況、定期健康診断の
結果、職場環境などについて確認します。ストレスチェックの結
果と乖離がないかを事前に確認しておくことで、面接指導が効率
よく実施できます。また、事前に保健師や看護師の問診が可能で
あれば、問題点などについて把握してから面談に臨むことも可能
となります。

これらのチェックリストは厚生労働省の資料などにも含まれて
います。例えば、 「抑うつ症状に関する質問」等です。本日の研
修のでも例をお示しします。

25 

27 

面接による評価を踏まえた本人への指導・助言

ストレス状況等の確認の後で、労働者に対して具体的な指導・
助言を行います。

。心の健康に関する情報は機微な情報であり、傾聴する姿勢が重
要です

• 面接指導による評価は、あくまでもセルフケアの指導•助言と
専門医療機関への受診勧奨の要否を判定するにとどまります

・専門医療機関への受診を勧め、必要であれば紹介状を作成しま
す

・受診勧奨においても対象者が受診の必要性を十分理解できるよ
う、対象者に合わせた説明が必要です

社員の態度などに振り回されることなく、通常と変わらない対応を心がけま
す。産業医の主な役割は、疾病性の判断、専門医療機関への紹介、事業者への
就業上の意見具申であり、実際に就業上の措置を行うかどうかは事業者の判断
となります。このことを当該社員に理解を求め、本人と会社の協議を促す等の
支援を行いましょう。

面接を担当する医師は、被面接者が過剰と感じられるような不満を訴えたと
しても、その不満から高ストレスになっていることを認識して、予断を持たず
に対応に当たらなければなりません。その上で、被面接者の会社への不満が妄
想や認知の偏りなど病的な要因によるものかを検討し、病的なものであれば、
専門医への受診を勧奨し、受診後に専門医の意見を参考に就業上の措置を行う

か検討することを被面接者に伝えます。

異動希望のような場合は、労務管理上の対応となり得る可能性があります。
この場合は、本人と会社との話し合いになることもあります。

26 
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O労働時間等に関するチェックリスト 【人事・労務担当者が記入するもの】

O労働時間以外の労働に関する負荷要因

O疲労蓄積度のチェックリスト 【労働者本人が記入するもの】

〇心理的な負担（ストレス）の状況の確認の際の観点

〇心身の健康状況、生活状況の把握のためのチェックリスト

【医師、産業保健スタッフが記入するもの】

〇抑うつ症状に関する質問

O脳・心臓疾患のリスク評価の方法

0面接時の生活習慣・セルフケアのアドバイス

AlとA2のどちらか、あるいは両方が「はい」で、 Al"-'ASの回答のうち少な

くとも3つ以上「はい」がある。

うつ病の疑いあり

次の（ア）、 （イ）のいずれか、あるいは両方が、
（ア）うつ病の症状のために、仕事や生活上の支障がかなりある。
（イ）死にたい気持ちについてたずね、死についての考え、または死にたい気持ちが持続してい

る。

口ぁり

□専門医療機関への受診を勧める

□現在受診中の専門医療機関への適切な

継続受診を勧める

□な し

□保健指導と経過観察

29 

31 

Al :,9器男農釉遠顧吾ぞ↓f糾9鈴fl日中すっと憂ラ

A2ふ喫覆幣品唇蘊似跨底経唇嘉屁為苺む硲寿
いました知

□ いいえ 口はい

□ いいえ 口はい

AlとA2のどちらか、あるいは両方が「はい」である場合、下記の質問に進む。
両方とも「いいえ」の場合、以下のA3からASまでの質問については省略してよい。

この2週間以上、憂うつであったり、ほとんどのことに興味がなくなっていた場合、

A3ない、ど声r毎夜が際あのにりよま目うがしにた覚か、める睡？、眠↓月こ早問く題目伍見めとるえ、ば寝、過寝ぎつてきしがま悪っ □ いいえ □ はい

A4罪の意毎識日をの感よじうたにり、し自ま分しにた価か値？がないと感じたり、 または □ いいえ □ はい

AS し毎た日かの？ように、集中したり決断することが難しいと感
じま

□ いいえ □ はい

ストレスチェック後の面談でうつ病など精神疾患が疑われた場合には、専門の

医療機関の受診が必要となります。

宮城県内の専門医療機関としては、メンタルヘルスナビ

htt : www.mi a is. ・ohas. o. ・files df mental-health-navi. df 

（宮城産業保健総合支援センターホームページから）

宮城県精神神経科診療所協会

http://miyaseishin. iP/ 

などを参照下さい（多くの医療機関が予約制となっていますのでご注意下さ

い）。
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精神科受診の必要性について、丁寧に繰り返し説明をして同意を得るよう

に努めます。自傷他害の恐れが強い場合は、同意が得られなくても社内の関係

部署や家族などと連携して受診につなげることが必要です。

自分は病気でない、と主張する方に対して、一回の面談で受診を納得させ

ることは困難ですが、例えば、睡眠や食欲に問題がある場合、そちらについて

相談という形で勧めたり、休みがちの方の場合は、月に0日休んでしまった

ら、などと事前に約束しておくことで受診につながる場合もあります。

「心配する姿勢」を示し続けることが重要と思われます。

可能であれば職域からの情報として、①面接指導のために産業医に提供され

たストレスチェックの結果、ストレスチェックを実施する約ーか月間の労働時

問（時間外、休日労働時間等）、勤怠、業務内容と産業医から推測される精神症

状の原因、②直接の上司からみて事例性の有無、体調の変化が出現した時期、

その変化があった時期の労働時間、勤怠、異動や業務の配置転換があったかど

うか、また上司から推測される精神症状の原因などの情報があれば治療上参考

になります。

「本人が話すはず」と思っても、本人自身が問題意識を持っていないような

ことは主治医には話さないことが多く、情報が不十分だと適切な治療に結びつ

かないこともあります。
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面接指導で自傷他害をほのめかす言動がある場合、その危険因子を評価して

緊急性があるかどうかを含めて現実的な対応を考えていきます。 「積極的」自

殺念慮が認められるときは緊急性を要するので、本人を一人にしないで家族に

迎えにきてもらって保護したり、専門医に受診を勧めたりすることが必要で

す。

誰でもよいから希死念慮を打ち明けているわけではなく、面接指導の医師で

あるからつらい気持ちをわかってくれるはず、との発言と思われます。このよ

うな場合は話題をそらしたり早急な結論に導いたりするのではなく、時間をか

けて傾聴する必要があります。

治療の必要性を労働者自身があまり感じていない場合、職場の問題を主治

医にはっきり告げない可能性があります。本人が気づいていない可能性もあり

ます。

例えば、欠勤の有無、職場での労働者自身の態度、仕事の達成状況、など

です。正直に話すと、休職させられるという気持ちにより態度が変化すること

もみられます。
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産業医は事業場の状況を把握する立場ですから、面談を通じて、ストレスを

抱え不調に至った経緯や関与が疑われる業務上のストレス要因、現在行われて

いる就業措置などについて伝えると精神科診療の参考になります。本人の同意

を得た上での情報交換が就労と治療の両面に役立つと考えられます。

また、一回のやり取りだけですべて伝達でき、理解してもらうことは困難で

す。繰り返し連携をはかることが重要です。

ストレスチェックの結果は取扱いに注意を要する個人情報です。

①労働者に通知する情報と同じ情報を取得する場合

②高ストレス者、医師による面接指導対象者の氏名などの情報を取得する場合

③他の情報と照合しても個人を特定できない形での情報を取得する場合

など取得する情報内容によって対応が異なります。面談の結果などについて

は、その都度本人に話してよい情報かの確認が必要になることもありますが、

むしろ労働者が事業者への話を積極的に望む場合もあります。

高ストレス者や面接指導者の人数自体は個人情報ではなく、事業者に伝える

ことは可能ですが、個人を特定されるような小集団では避けるべきです。
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相談しやすい環境づくりに向け、ハード，ソフト両面から対応します。

ハード面としては、事業場内外の相談体制を整備することに加え、個室の確

保も重要です。小規模事業場で個室の確保が難しい場合でも、相談内容が周囲

に聞こえないよう場所を工夫する点や周りの目をさえぎるパーテーションなど

の設置をご検討下さい。

ソフト面では、事業場内において相談に対する抵抗をなくすよう、相談の重

要性を事業場全体に周知することや、通常の産業保健活動の中で、産業医との

面談機会を多く持つことも対応の一つです。

● 集団ごとの集計•分析の実施等（集計。分析の対象）

第52条の14 事業者は、検査を行った場合は、当該検査を行った医師等に、当該
検査の結果を当該事業場の当該部署に所属する労働者の集団その他の一定規模の
集団ごとに集計させ、その結果について分析させるよう努めなければならない。

2 事業者は、前項の結果を勘案し、その必要があると認めるときは、当該集団の
労働者の実情を考慮して、当該集団の労働者の心理的な負担を軽減するための適
切な措置を講ずるよラ努めなければならない。 （安衛則）

0 「一定規模の集団」とは、職場環壊を共有し、かつ業務内容について一定のまとまりを
もつた部、課などの集団であり、具体的に集計•分析を行なう集団の単位は、事業所が当
該事業場の実態に応じて判断するものとすること。 （通達）

〇 集団ごとの集計•分析の結果を事業者に提供するに当たっては、当該集 団の
労働者個人の同意を取得する必要はない。ただし、集計•分析の単位が少人数で
ある場合には、当該集団の個々の労働者が特定され、当該労働者個人のストレス
チェック結果を把握することが可能となるおそれがあることから、集計•分析の
単位が10人を下回る場合には、集 •分析の対象とな全ての労働者の同意を
取繹しない限り、事業者に集計•分析の結果を提供してはならないものとする。
たたし、個々の労働者が特定されるおそれのない方法で集計•分析した場合はこ
の限りではない。 （指針）
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集団ことの集計•分析結果のイメージ
闘集団ごとの集計•分析の実施等（分析結果の活用）

O 事業者は、ストレスチェック結果の集団ごとの集計•分析結果に基づき適切な措置
を講ずるに当たつて、実施者又は実施者と連携したその他の医師、保健師、看饂師若し
は精 健祉士又は産 ウンセ―一若しは臨床＇ 士等の心理から、揖置に

関する意見を聰き、又は助言を受けることが望ましい。

O 事業者が措置の内容を検討するに当たっては、ストレスチェック結果を集団ごとに
集計•分析した結果だけではなく、管理監督者による日常の職場管理で得られた情報
労働者からの 取、ら... 及び スタッフにる 褥られこ
情報等も勘案して職場環境を評価するとともに、勤務形態又は職場組織の見直し等の
様々な観点から職場環境を改善するための必要な措置を講ずることが望ましい。このた
め、事業者は、次に掲げる事項に留意することが望ましい。
① 産業保健スタッフから管理監督者に対し職場環境を改善するための助言を行
わせ、産業保健スタッフ及び管理監督者が協力しながら改善を図らせること。

② 管理監督者に、労働者の勤務状況を日常的に把握させ、個々の労働者に過
度な長時間労働、疲労、ストレス又は責任等が生じないようにする等、労働者
の能力、適性及び職務内容に合わせた配慮を行わせること。

〇 集団ごとの集計•分析を行った場合には、その結果に基づき、記録を作成し、これ
を5年閻保存することが望ましい。 （指針）

「職業性ストレス簡易調査票」に基づく「仕事のストレス判定図」による集団分析例

※全国乎均と職場ごーと少平均至比較し〖こピ問題の有無登把握
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職場のストレスは、

• 量的負担

• 裁量権

• 上司の支援

• 同僚の支援

の4つから構成されるという考え方のもと、それぞれの職場ごとにどの程度リス

クがあるか、総合のリスクはどのくらいか求められます。

例えば、 00の職場では量的負担＋裁量権は全国平均の102%、上司の支援＋

同僚の支援は108%のリスクがあり、総合リスクは110%になる

（ストレスで体調を崩す可能性が全国平均の1.1倍となる）と計算されます。

仕事の量的あるいは質的な仕事の過重さについてです。残業時間が多い労働

者や、仕事の間中、ずっと集中が必要な業務では置的な負担が強いと言えます。

ストレスチェックにおいて量的負担の数値が高いことは量的負担が強く、職場

環境として良くない状況を意味します。
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仕事での裁量権や自由度を意味します。自分でどのような仕事を行うかを決め

られたり、順番を決められたりできる場合にコントロールが高いと言えます。

ストレスチェックにおいてコントロールの数値が高いことはコントロールが高

く、職場環境として良い状況を意味します。

同僚に対してどれくらい相談ができたり、頼りになるか、というものです。

同僚が少なかったり、あるいは、業務が全く異なりサポートが得られないとい

う場合には同僚の支援を低いと感じられるはずです。

ストレスチェックにおいて同僚の支援の数値が高いことは同僚の支援が多く、

職場環境として良い状況を意味します。
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上司に対してどれくらい相談ができたり、頼りになるか、というものです。

上司にあたる方が物理的に遠くにいたり、上司自身が忙しく、話しかけづらい

という場合には、支援は低いと感じられるはずです。

ストレスチェックにおいて上司の支援の数値が高いことは上司の支援が多く、

職場環境として良い状況を意味します。

職場全体のストレス改善に着手できる有効な機会です。まず全体の数値を把

握した上で、環境改善の検討を始めます。産業医ができるのは改善の「提案」

であって、実際の改善策を出すことではありません。 4つのストレス要因につい

て説明でき、どの要因が問題であるか、それにはどのような対策があるかを事

業場に確認していきます。
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・職鴻環境改善のためのヒント集・メンタルヘルスアクションチェックリスト

http://joh.sanei.or.jp/pdf/J49/J49 4 03.pdf 

。 こころの耳 働く人のメンタルヘルス・ポータルサイト

https://kokoro.mhlw.qo.jp/ 

等が参考になります。

集団分析の結果は個人情報ではありませんが、注意して知らせなければいけ

ません。上司の支援が低いことが上司の低評価につながりやすい事情があるか

らです。また、営業や製造等、職場の中でも仕事の種類が異なる場合にはスト

レスの質も異なり、部署間の評価は困難となります。職場の中で、 10人以上の

部署であれば、職場ごとの分析も有用と言えます。

他の部署と比較するよりも、その部署の経時的な変化を問題として、今後の

改善点を模索していくことや、職場の強みとなる部分をさらに伸ばしていくこ

とが有用と考えられます。
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職場として、改善できる部分は改善していくことになります。例えば

量的負担が強い⇒過重労働の傾向がはっきりしている場合は改善します

し、上司の支援や同僚の支援が少ない、とされる場合は、支援が得られやすい

ような体制を整えていくことになります。

「調査⇒改善」を毎年繰り返していくことで、職場環境の改善を目指します。

集団分析は4つのストレス要因から数値化されたもので、わかりやすいのです

が、 4つのストレス要因だけが職場のストレスを表すものではありません。

例えば、ハラスメントがある職場は数値には表れない問題があるかもしれま

せんし、集団分析が良かった部署であっても、職場をかなりストレスに感じて

いる労働者が存在することもあり得ます。全体的な数値の把握は重要ですが、

これだけで労働者のストレスを判定できるものではないことに注意が必要で

す。
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